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災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

普
段
か
ら
災
害
に
備
え
る
こ
と
は
、
大
人
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
に
も

で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

夏
休
み
に
福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、子
ど
も
た
ち
が
体
験
を
通
し
て
、

災
害
時
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
体
験
学
習
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
共
同
募

金
の
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
も
国
民
た
す
け
あ
い
共
同
募
金
運
動
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

2016

10 1

建物からの脱出体験建物からの脱出体験建物からの脱出体験
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萩
市
の
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金

萩
市
共
同
募
金
委
員
会

一
般
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

戸 別 募 金

法 人 募 金

職 域 募 金

子ども会募金

街 頭 募 金

協　力　店など

戸 別 募 金

街 頭 募 金など

県内の施設・団体
に平成29年度中
に助成

市内の施設・団体
に平成29年度中
に助成

年末年始に福祉を
必要とされる方や
事業に助成

山
口
県
共
同
募
金
会

県
域
助
成

地
域
助
成

歳
末
助
成

１月
集　計

３月
助成決定

今年12月
助成決定

A

B

C

社
会
事
業
共
同
募
金
第
１
回
中
央
委
員
会
が
８
月

に
、
高
松
宮
宣
仁
親
王
殿
下
を
総
裁
と
し
て
開
催
さ

れ
、
11
月
25
日
か
ら
一
か
月
間
を
共
同
募
金
運
動
と

決
定
。
10
月
に
は
山
口
県
共
同
募
金
委
員
会
を
結
成

し
、
市
町
村
ご
と
に
共
同
募
金
会
も
結
成
。

昭和22年

第１回

郵
政
省
が
共
同
募
金
運
動
50
周
年
記
念
切
手
を
発

売
。
街
頭
募
金
に
菅
厚
生
大
臣
、
横
綱
貴
乃
花

関
・
曙
関
が
参
加
。
山
口
県
の
共
同
募
金
が
５
億

円
を
超
え
る
。

平成８年

第50回

一
般
募
金
の
愛
称
を
「
赤
い
羽
根
募
金
」
に
決
定
。

税
制
改
正
の
一
環
と
し
て
、
個
人
住
民
税
に
つ
い

て
寄
付
金
控
除
が
設
け
ら
れ
る
。

平成元年

第43回

山
口
県
共
同
募
金
委
員
会
の
事
務
局
長
は
、
山
口

県
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
局
長
が
兼
任
し
て
い

た
が
、
事
務
量
の
増
大
な
ど
か
ら
専
任
と
し
、
独

立
し
た
事
務
所
を
構
え
る
。

昭和45年

第24回

国民たすけあい共同募金運動は、昭和22年に始まり、今年で70回
目を迎えます。戦後、社会福祉の復興から始まったこの運動は、そ
れぞれの時代における福祉課題の解決や地域福祉の推進のため、進
められてきました。

山口県では、全国を10年上回るペースで高齢化が進み、生活福祉
課題は多様化・複雑化しています。この運動は、「じぶんの町を良く
するしくみ」として、今後も活用されます。

今年は70周年目にあたり、共同募金の歴史を振り返ってみます。

国民国民たすたすけあいけあい
共同募金運動共同募金運動
国民たすけあい
共同募金運動

おかげさまで 70周年
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●福祉施設・団体活動事業 3,810,000円（19.0%）
県内の福祉施設・団体の活動費や車輌のために。

●高齢者福祉事業 1,733,200円（8.6%）
ふれあい・いきいきサロンの支援や高齢者の配食サービ
スなど、生活を支援するために。

●障がい児者福祉事業 1,781,000円（8.9%）
交流事業や大会など、障がいのある人が地域で安心して
生活できるために。

●児童福祉事業 835,000円（4.1%）
健全育成につながる交流事業や大会など、児童が健やか
に成長するために。

●ひとり親家庭支援事業 176,000円（0.9%）
ふれあいバス旅行など、母子父子家庭への支援活動に。

●福祉育成・ボランティア事業 3,504,800円（17.5%）
社協だよりや地域福祉推進セミナー、福祉体験学習、ボ
ランティア活動のために。

●歳末たすけあい事業 8,240,000円（41.0%）
歳末に際して福祉を必要とされる世帯や児童・障がい者
施設の年末年始の事業のために。

20,080,000円
萩市の募金

目標額
【一般募金（赤い羽根共同募金）：11,840,000円／歳末たすけあい募金：8,240,000円】

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し
て
い
た
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
を
共
同
募
金
の
一
環
と
し
、
募
金
期
間
が
10
月
か
ら

12
月
ま
で
の
三
か
月
間
に
拡
大
。「
共
同
募
金
倍
加
運
動
」

を
合
言
葉
に
運
動
を
展
開
。
全
県
的
な
事
業
Ａ
、
地
域
的
な

事
業
Ｂ
、
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
Ｃ
と
し
、
現
在
に
至
る
。

昭和34年

第13回

共
同
募
金
運
動
が
社
会
福
祉
事
業
法
に
制
度
化
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
開
始
。
共
同
募

金
の
一
環
と
し
て
ユ
ニ
セ
フ
募
金
が
実
施
さ
れ
、

昭
和
31
年
ま
で
続
く
。

昭和26年

第５回

昭
和
23
年
及
び
24
年
の
２
年
間
は
、
日
本
赤
十
字

社
募
金
と
合
同
実
施
さ
れ
、
日
本
赤
十
字
社
募
金

は
５
月
、
共
同
募
金
は
10
月
に
行
わ
れ
る
。
昭
和

24
年
に
は
、
共
同
募
金
・
日
本
赤
十
字
社
へ
の
寄

付
金
つ
き
お
年
玉
葉
書
が
発
売
。

昭和23年

第２回

山
口
県
共
同
募
金
会
は
、
萩
市
東
部
地
域
集
中
豪
雨

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
萩
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
と
し
て

４
７
８
万
円
助
成
。

平成25年

第67回

山
口
県
共
同
募
金
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災
義
援

金
を
受
付
け
、
２
億
１
０
４
万
円
を
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
届
け
る
。

平成23年

第65回

山
口
県
共
同
募
金
会
で
は
、
災
害
支
援
制
度
を
開

始
。
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
３
％
を
限
度
に
災
害

等
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
る
。

平成14年

第56回
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長
門
市
社
協
が
地
区
社
協
を
立
ち
上
げ

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
一
市
三
町

の
合
併
で
し
た
。

一
般
会
費
は
、
旧
市
が
一
世
帯
あ
た
り

３
０
０
円
、
旧
三
町
が
１
０
０
０
円
で
し

た
が
、
最
終
的
に
３
０
０
円
で
統
一
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
を
す
り
あ
わ
せ
す

る
中
で
、こ
の
事
業
は
良
い
事
業
だ
か
ら
、

残
し
て
全
体
で
取
り
組
も
う
と
い
っ
た
も

の
や
、
反
対
に
全
体
で
行
う
こ
と
が
難
し

い
か
ら
、
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

会
費
の
１
０
０
０
円
か
ら
市
社
協
の
会
費

３
０
０
円
を
引
い
た
７
０
０
円
で
、
各
地

域
の
良
い
事
業
を
残
し
て
い
く
た
め
の
受

け
皿
と
な
る
の
が
、
地
区
社
協
で
し
た
。

地
区
社
協
が
で
き
た
こ
と
で
、
自
分
た

ち
の
財
源
を
持
っ
て
、
自
分
た
ち
の
自
由

な
発
想
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
住
民

の
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
皆

さ
ん
が
自
主
的
に
活
動
さ
れ
、
市
社
協
と

お
互
い
に
フ
ォ
ロ
ー
し
あ
え
る
関
係
に
な

っ
て
い
ま
す
。

長
門
市
社
協
か
ら
三
隅
地
域
運
営
協
議

会
に
地
区
社
協
の
立
ち
上
げ
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。「
地
区
社
協
と
は
い
っ
た
い
何
。

市
社
協
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
。」
と

思
い
ま
し
た
。
地
区
社
協
が
必
要
か
ど
う

か
を
考
え
た
ら
、
要
る
と
い
う
人
が
一
人

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
区
社
協
設
立
準
備
委
員
会
を
組
織
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
一
年
間
、
必
要
か

ど
う
か
に
つ
い
て
議
論
を
費
や
し
ま
し

た
。
旧
三
隅
町
社
協
の
理
事
を
さ
れ
て
い

た
委
員
か
ら
「『
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ

と
は
自
分
た
ち
で
』
と
い
う
最
近
の
国
の

方
針
に
乗
っ
て
み
よ
う
」
と
い
う
意
見
が

あ
り
、
そ
れ
か
ら
設
立
の
準
備
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
隅
地
域
に
お
い
て
は
、
合
併
後
も
会

費
を
１
０
０
０
円
で
お
願
い
し
、
旧
町
社

協
の
事
業
を
引
き
継
い
で
い
ま
し
た
。
３

年
後
、
地
域
で
使
わ
れ
て
い
た
７
０
０
円

が
本
部
で
使
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
設
立
準

備
委
員
会
で
一
年
間
か
け
て
、
地
区
社
協

の
事
業
を
中
心
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

地
区
社
協
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
会

費
を
集
め
ま
す
の
で
、
私
た
ち
の
目
線
は

住
民
に
あ
り
ま
す
。
役
員
は
、
皆
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
役
員
が
決
め
た
事
業
に
つ
い

て
、
住
民
が
嫌
だ
と
言
え
ば
で
き
な
い
の

で
す
。「
こ
れ
だ
っ
た
ら
住
民
が
喜
ん
で

く
れ
る
よ
ね
」
と
い
う
お
も
し
ろ
さ
を
見

つ
け
な
が
ら
、
会
議
や
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
旗
の
中
に
あ
る
「
あ
な
た
に

本
会
で
は
今
年
度
、
地
区
社
協
設
置
推
進
事
業
に
つ
い
て
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
説

明
会
を
行
い
、
各
地
域
に
お
い
て
設
立
準
備
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
９
月
３
日
に
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
に
お
い
て
、
み
す
み
地
区
社
協
、
長
門
市
社

協
の
方
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
お
招
き
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
の
内
容
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
ひ
と
つ

ひ
と
つ

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
ひ
と
つ

地
区
社
協
研
修
会

地区社協の設置区域・設立準備委員会
地　区 設置区域

川　上 川　上 ９月20日

田万川
江　崎 ８月30日

８月30日小　川

むつみ むつみ ７月27日

須　佐
須　佐 ８月19日

８月19日弥　富

第1回設立準備
委員会開催日 地　区 設置区域

　旭
明　木 10月４日

10月５日佐々並

福　栄
福　川 ８月17日

８月17日紫　福

三　見 三　見

大　井 大　井

第1回設立準備
委員会開催日

長
門
市
社
協
地
域
福
祉
班
長

久
保
田
　
正
彦
さ
ん

自
由
な
発
想
で
…

目
線
は
住
民

み
す
み
地
区
社
協
会
長

辻
野
　
達
也
さ
ん
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で
き
る
こ
と
ひ
と
つ
」
は
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
一
日
一
善
み
た
い
な
感
じ
で
、

市
社
協
の
た
め
だ
と
か
、
地
区
社
協
の

た
め
だ
と
か
で
は
な
く
て
、
と
り
あ
え

ず
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
ら
、
拾
お
う
か

と
い
っ
た
程
度
の
意
味
で
、
み
す
み
地

区
社
協
の
合
言
葉
に
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
三
隅
町
は
田

舎
で
す
。
田
舎
な
の
に
今
は
、
隣
の
人

の
顔
が
見
え
な
く
な
っ
て
き
て
、
つ
な

が
り
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
正
直
言
っ

て
、
私
は
漁
村
で
隣
と
隣
が
本
当
に
近

い
所
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ

で
も
隣
の
人
と
会
う
こ
と
の
な
い
日
が

あ
り
ま
す
し
、
隣
の
人
の
顔
を
見
な
い

日
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
や
は
り
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
っ
て
、
と
て
も
大
切
だ
と

思
う
ん
で
す
。
そ
ん
な
人
で
も
、
あ
え

て
見
守
り
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
ん

な
活
動
を
し
な
く
て
も
、
日
頃
の
生
活

で
見
守
り
や
訪
問
活
動
が
で
き
て
い
る

は
ず
で
す
。
あ
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
い

う
つ
な
が
り
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
せ
め
て
自
分
の
と
こ
ろ
で
、

子
が
親
を
親
が
子
を
殺
す
と
か
、
介
護

に
疲
れ
て
殺
す
こ
と
の
な
い
よ
う
な
地

域
に
し
た
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
人

と
人
を
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、
こ
う
い

う
地
区
社
協
が
必
要
だ
し
、
高
齢
者
だ

け
で
は
な
く
て
、
す
べ
て
の
地
区
住
民

が
安
全
で
楽
し
い
生
活
を
す
る
た
め
の

つ
な
が
り
づ
く
り
や
絆
づ
く
り
に
、
役

立
て
る
地
区
社
協
に
な
れ
た
ら
な
と
思

い
ま
す
。

災害時に円滑な対応をするためには、日
頃からの連携体制づくりが大切になります。

いざという時のために、萩青年会議所と
萩市社協とがお互いの顔が見えるよう、平
常時から研修会や情報交換会などを実施し、
災害に強いまちづくりを進めていきます。

萩
青
年
会
議
所
・
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

７
月
28
日
㈭
、
萩
青
年
会
議
所
と
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
萩
青
年
会
議
所
と
阿

武
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
平
成
25
年
の
萩
市
東
部
地
域
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
、
萩
市
内
で
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
相
互
に
協
力
し
、
主
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
効
率
的
・
効
果
的
に
行
う
こ
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氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額

冨田　晴夫 米屋町の２ 母／ゆり子 金一封
溝部　泰男 目代 父／和夫 金一封
大田　志江 椿 夫／正之 金一封
堀永　澄 三見浦２ 母／サヨ子 金一封
杉山　寿男 青海 長男／博志 金一封
水津　智江 大井港上 夫／小三儀 300,000円
宮田　理恵 浜崎２区の１ 父／中村　彰 金一封
入江　清五 土原３区の３ 父／邦春 金一封
岡本　孝人 三見床並 父／章 金一封
森田　晃子 三見浦４ 夫／嘉英 金一封
杉山カツ子 三見浦１ 夫／一夫 金一封
竹田　政博 山口市矢田南 父／幸治 金一封
金子　充治 三見浦４ 父／正義 金一封
山田　辰子 恵美須町の２ 夫／勝巳 金一封
大嶋　隆宏 浜崎新町の１区 叔母／ユキ子 金一封
田坂　幸子 浜崎４区の１ 長男／昌俊 金一封
池田　徹弘 東田町東区 父／貞敏 金一封
石田　健一 土原３区の３ 夫／英夫 金一封
波多野　隆 東浜崎２区の２ 父／為介 50,000円
山田　保 玉江浦２区の２ 母／八重子 金一封
竹重　英明 江向１区の５ 父／恭次 金一封
原田　秀子 堀内２区の４ 夫／侑二 金一封
細田　太一 三見浦４ 母／シヅコ 金一封
𠩤田　厚子 三見飯井 夫／靖彦 金一封
長岡　剛 大島東 母／トモ子 金一封
白井　光男 倉江の１ 母／トラ子 金一封
三村ツル子 江向１区の３ 夫／卓治 200,000円
浜村　一穂 濁淵 母／濵村康子 金一封
森　鈴子 三見石丸 父／博美 金一封
大石　清春 新川南の２ 母／ふじこ 金一封
水津　満潮 大井円光寺 妻／恵美子 金一封
蒔田富美代 土原１区の１ 夫／義信 金一封
阿武　均 前小畑１区 父／美昭 金一封
村木　清 新川東の１ 母／民子 金一封
小野村正利 土原１区の１ 母／千恵子 金一封
大田　稔 三見吉広 妻／シズエ 金一封
矢次　君江 江向２区の１ 夫／武夫 金一封
山﨑　忠彦 米屋町の１ 母／ハツ子 金一封
金子　泰人 前小畑１区 母／孝子 金一封
藤原　次男 江向２区の２ 父／福利 金一封
多田　治 中津江の２ 母／富江 金一封
大田　和子 中小畑の４ 夫／浩 金一封
髙村かずゑ 平安古東区の４ 夫／龍夫 金一封

山下　実 三見浦２ 母／タカエ 金一封
伊藤　幸代 中小畑の３ 夫／直樹 金一封
三好　朝子 香川津の１ 夫／誠之 金一封
小田　明 三見石丸 母／桂子 金一封
出羽　順子 無田ヶ原の１ 夫／庸浩 金一封
谷　治雄 長山 父／阿武新吉 金一封
田中　茂子 河添の２ 姉／豊田惠子 金一封
三浦　圭三 江向４区の２ 妻／玲子 金一封

神﨑　吉弘 三徳 父／弘 金一封

岩城　靖夫 要一 妻／登紀枝 金一封
栗山　嘉子 小川12区 母／照子 金一封
井関　稔 土居 母／トモヨ 金一封
倉永　恭子 島根県津和野町 母／シズコ 金一封
浅野　靖 宇部市川上 母／正子 金一封
山本　勝 広島県廿日市市 父／忠義 金一封
村田　正二 小川11区 父／良治 金一封
梅本　光洋 小川22区 母／恭子 金一封

斎藤　幸敬 佐波木 父／純夫 金一封
守永小夜子 花見 夫／忠德 金一封
栗田　翼憲 三戸原 母／キヌコ 金一封
永安　敏枝 宮廻 夫／重博 金一封
大田　博美 鍛冶屋 父／武夫 金一封

大草　勝 松原 父／敏和 金一封
近藤　文代 下三原下 夫／棟二 金一封
廣田　泰道 山根丁東 父／欽哉 300,000円
梅岡　紀幸 浦西 母／和代 金一封
眞田　乙彦 浦中 次男／藤原将司 金一封
倉田　信義 堀田 父／輝雄 金一封
真板　康子 弥富２区 夫／勝 金一封
大和　正憲 山口市江良 弟／繁治 金一封

前田　泰司 久年 母／登志子 金一封
矢田部君子 長小野 夫／正人 金一封
山根　泉 牛地 父／俊昭 金一封
石津　泰良 原 父／敬一 金一封

三村　健二 金峰 母／タケ子 金一封
片山　絹江 小西見 夫／哲雄 金一封
藤原　俊貞 蕪根 母／美千子 金一封
大田　光延 高坂 母／初子 金一封

萩

む　つ　み

須　　　佐

旭

寄付者の承認を得たもののみを掲載しています。
※平成28年６月１日〜８月31日受付分（敬称略）
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萩グラウンド・ゴルフ協会 社会福祉へ 15,000円

伊東　善正 杣木谷 社会福祉へ 金一封

㈲杉山薬局 下本郷 社会福祉へ 金一封
下本郷 社会福祉へ 金一封

中村　實枝 成川 一膳寄付 金一封
匿名 社会福祉へ 4,000円
匿名 社会福祉へ 3,000円

佐々木康典 京場 金一封

座机 片田　幹芳 江向２区の１
紙オムツ 原田　秀子 堀内２区の４
車いす１台・シルバーカー１台 川口　一美 中津江の２

氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額
萩

川　　　上

田　万　川

旭

萩
氏　　名物　品　名 住　所

冷蔵庫１台 匿名
須　　　佐

氏　　名物　品　名 住　所

福　　　栄

善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源とな
っています。どうかご協力ください。

（香典返し・一般寄付合計　94件　3,506,839円）

2016.10.1 vol.677

交通遺児払出金の申込み
萩市善意銀行では、交通遺児への積立金があります

ので、払出します。歳末たすけあい募金配分と同様に
お申込みください。
●配分対象及び配分予定額

18歳未満の交通、海難、航空遺児のおられる世帯
１世帯5,000円、１人につき5,000円

第５回 明るく楽しい介護川柳の募集
介護の中でふと感じる気持ち、思わず笑ってしまった

り、しあわせを感じたり、普段は言えないことなど、介
護している人、されている人などの川柳を募集します。
●募集期間 10月11日㈫～12月12日㈪
●応 募 数 １人２句まで（自作で未発表のもの）
●応募資格 【ジュニアの部】市内小・中学生

【高校生・一般の部】市内在住または通
勤、通学している方

●応募方法 応募用紙は自由（住所、氏名、年齢、学
校名、電話番号を明記のこと）。

●表　　彰 第７回高齢者虐待防止研修会で表彰し、
優秀作品には賞を贈ります。

●応 募 先 萩市社会福祉協議会本所、各事務所

歳末たすけあい募金配分申込み
歳末たすけあい募金の配分を次のとおり行います。

●配分対象及び配分予定額（生活保護受給世帯は除く。）
(１)生活困窮世帯、準要保護世帯

１世帯5,000円、１人につき3,000円
※民生児童委員、教育委員会に照会します。

(２)在宅介護者　5,000円（現在、次の家族を在宅
で６カ月以上介護している主たる介護者）

①要介護３、４、５　②身体障害者手帳１、２級
③療育手帳Ａ、B ④精神保健福祉手帳１、２級
※被保険者証または手帳の写しを添付。

●申込方法
萩市社会福祉協議会本所・各事務所、萩市の総合事
務所・支所・出張所に備付の申込書を提出。
（振込を希望される方は、通帳をご持参ください。）

●受付期間 11月１日㈫～12月５日㈪
●交付期間 12月19日㈪～12月26日㈪
●問 合 せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

保　育　士　募　集優  遇
萩市社会福祉協議会は、次のとおり萩市見島保育園

の保育士を募集します。
●職　　種・募集人員 保育士２人
●受験資格

昭和47年４月２日以降に生まれた方（満44歳以下）
で、保育士資格を取得した方または平成29年３月に
保育士資格を取得見込みの方（採用後、見島に居住
できる方）

●募集期間
平成28年10月１日㈯～平成28年11月15日㈫

●試験日時・試験内容
平成28年11月27日㈰　午前10時　作文・面接

●採用予定日
平成29年１月４日または平成29年４月１日

●優　　遇
へき地手当として給料月額の２割と住宅手当を支給
します。なお、住居は、こちらで手配します。

●問合わせ
〒758-0041　萩市江向356-3
萩市社会福祉協議会総務課　電話0838-22-2289
詳しくは、萩市社会福祉協議会のホームページをご
覧ください。また、萩公共職業安定所へ求人票を公
開しています。

お　知　ら　せ

田万川地域ゴルフ
大会実行委員会
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